
この埴輪は、昭和 32（1957）年に行者塚古墳で採集された鶏形埴輪の一部です。にわとりは、

古くは古事記や日本書紀に登場し、夜明けを告げる神聖な生き物として扱われてきました。

記紀が記されるより前の古墳時代では、にわとりをかたどった埴輪を作って古墳に飾っていたこと

から、死者を弔う儀式に必要な存在だったと考えられています。

行者塚古墳出土品 　みどころ解説

口の下に垂れている赤いビラビラした皮膚のことで、口元に

一部残っています。とさかと同じで、大きい方が威厳がある

ニワトリに見えます。

管状の植物などを押し

当てて、つぶらな目を

作っています。

先端はすり減っています。

実はもっと鋭かったかも？

耳の穴をおおっている羽を

強調して表現しています。

粘土板を貼り付けたあと、

丸くなるようカットして

整えています。

高さ：10.8ｃｍ

くちばしから後頭部までの

長さ：17.2ｃｍ

鶏形埴輪のサイズとしては

比較的大きめです。

とさかは、大きい方が強く、立派な個体とみなされます。この埴輪には残っていませ

んが、くちばしの上あたりから後頭部にかけて、パーツが外れた痕跡が見られます。

結構立派なとさかをしていたのかもしれません。

行者塚古墳ではたくさんの埴輪が出土していますが、鳥形のものは、

この採集品しか知られていません。頭と首の部分だけが見つかっていて、

とさかなどのパーツも失われています。

この姿では、「本当ににわとり？」と思ってしまうかもしれませんが…

皆さんの知っているにわとりを思い浮かべながら３次元モデルを回して、

鶏形埴輪の本来の姿を想像してみてください。

AI 生成画像を使用
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鶏形埴輪　首部

ここに注目！


